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オランダの国名 （中城さまのメールの一部のコピーです） 
主要国の国名変遷は、後者巻末の「年表」に出ています。それによると、ネーデルランド連邦共和国（1581〜1795）、 
バタヴィア共和国（1795〜1806）、オランダ王国（1806〜1810、ナポレオンの弟が国王、1810 仏に併合）、オランダ 
⽴憲王国（1815〜）となっています。むろん、オランダは⽇本の名称で、正式名称はネーデルランド王国・⽴憲王国 
です。また、外務省指導の『世界の国情報』（リブロ、年度版）が頼りです 
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＜宛先＞  KPC オランダ、モルッカ諸島⾹⾟料、⽇本⼈傭兵などで意⾒交換して頂いた皆様へ 
中城さま、⻄内さま、公文さま、冨⽥さま、藤宗さま 

件名   参考資料の追加ご案内です 
2021 年 11 月 26 ⽇ 

竹本 修文 
11 月 24 ⽇付で投稿した、「1623 年のアンボイナ虐殺事件」の原文の、Law and Torture in the Dutch Empire の

⽇本語訳、オランダ帝国の法律と拷問に当初から疑問を持ちながら、ゴタゴタしました。結局は帝国を削除したのですが、これは
⽇本⼈には分かりやすい解決方法だったが、英語圏特に著者には失礼な事になりました。 
歴史に関しては、⾃国史ならともかく、近隣の諸国を含めた歴史では認識を共有する事は⼤変難しい事ですが、ヨーロッパの歴
史を観察してきた私は、EC から EU になった早い段階でヨーロッパの歴史「欧州共通教科書」が出版されたときに、第 1 版のフラ
ンス語では無くて、英語版と⽇本語版が出版されたときに両方を買いました。 
 そこには、我々が問題にしている時代のオランダの事を、「17 世紀半ばのオランダ植⺠地帝国」という表題と共に、オランダと南
北アメリカ、アフリカ、アジアを含めた植⺠地の地図が堂々と⽰されています。私が引用した文献のオーストラリアのモナシュ 
Monash ⼤学教授,Dr. Adam Clulow が中心にまとめた法科学生用のアンボイナ 共謀裁判と言う教材ですが、モナシュ⼤
学は世界の⼤学ランキングで 100 位以内で、⽇本は東⼤と京⼤と 2 校だけですがオーストラリアと中国は 6 校です。 
1. ヨーロッパ共通歴史教科書 

EU が出来て早い段階に不完全とは言え、共通教科書を作った事を⾒習いたかった事でした。 
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2. 
オランダ帝国では無くてオランダ植⺠地帝国ですが、EU の歴史の専門家が認めた教科書ですので、 
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